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① 注⽬される点である最⼩単位の空気柱の⽴⽅体については、「同⼀性」を実験（計測）シミュレーション通じて

様々に確認することが望ましい。 
② センシングを継続的にする。欲しいデータを選択して、残りを圧縮するデータ処理の必要がある。 
③ 上記に述べた、「⾵向・⾵⼒」「雲量（⽇照条件）」「気温」「湿度」「VOC の種類・濃度」 
の単位ユニット（メッシュ）内での揺らぎはすべて、気象条件の摂動として⼤きな影響を及ぼすはずなので、今の「光化
学オキシダント⾼濃度地点」の発現状況の把握・再現の⽬的からは、データの層別と選択が重要になる。⾼濃度のみに
注⽬して作業を圧縮する⼯夫は可能と思われる。 
④ 注⽬する物理量として a)光化学オキシダント濃度 b)⼤気中 VOC 濃度 c)排出 VOC 量 d)健康影響数 e）

NOx 濃度 f)排出 NOx 量 などを考えれば、測定装置の持っている室間・室内のデータ精度・バラツキを加味した
上で、ある程度の因果関係は、概ね明確であるだろう。VOC に注⽬して簡単に流れを確認するならば、注⽬する
単位空間内で、 
「⼤気中 VOC 濃度」⇒「（⼈の活動による）排出 VOC 量」⇒（反応機構の想定）⇒光化学オキシダント濃度
⇒お年寄り、⼦供への⼈への健康影響（可能性評価） 
の流れを考えることが、Issue を解決する考え⽅となるはず。 

（※※）反応機構の想定、拡散条件、気象の影響など。なお、少なくとも NOx を条件として与える必要がある。 
⑤  反応機構に関しては、⼤気化学のオキシダント⽣成については、内容が深く、⼀定の定量評価はできるものの、素

反応の組み合わせで必ずしも明確な予測ができるわけではない。 
 
２．統計的なアプローチをより活⽤すべき 

もう⼀点は、もと踏み込んだ、統計の活⽤についての考え⽅である。（※※） １にて述べたことに関わるが、⼤気に
おける⾼濃度光化学オキシダントの発現を再現することは簡単なことではない。これまでの 3 年間の光化学オキシダント
調査報告とも関わるが、観測される VOC が計算値と数百％異なることや、様々な条件での気相の化学反応計算は進
歩の途上である。これらを考えるときには、発⽣確率の統計的な取扱いも、今後の研究事業として取り⼊れなければ、
「メカニズム-発現予報」のより良い検討サイクルを回すことはできないのではないかと考える。 

（※※）研究企画の観点では、近い将来に考慮してはどうかと考える。⼀つの例として、マグニチュード４以上の地
震の統計解析を統計数理科学研究所（⽴川）の地震予測解析プロジェクトが⼿掛かりになると考える。（ETAS 式
による統計解析による予報で、2016 年 7 ⽉の熊本地震と茨城北部・南部の地震などを予測し話題となった。） 

気象や地形なども含めて複雑な現象が絡んでいるものは、「統計の⼿法」に載せる⼿法と、メカニズム検討からのアプ
ローチを併⽤すべきと考える。 
 
３．今後の調査報告書の書き振りとの関係について 
3 年間の調査活動で検討が進んだ⾯があるとは思いますが、⼀⽅で上記の切り⼝など、“対策”を落とし込むには、⼟台
となる因果関係を技術的に検討する段階が必要があると考える。本年度までの着実なステップを評価しつつ、次の研究
企画についても、注⼒してはどうかと考える。 
 
以上／古関 
2016.9.21 


